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成⻑し続けるために「⾃ら変化を作り出す」企業へ

変化を予測し
先⼿を打つ変化に対応

⾃ら変化を
作り出す

マーケットの先を読み
M&Aなど事業への投資を実⾏

ナンバーワン、オンリーワンの技術で
新しい価値を創造し、マーケットをリード

カラーフィルム需要の急減に
対応し⼤きく事業構造を転換

絶えず新しい商品や価値を⽣み出し続けるため、
スピーディで果断な経営を継続



「⾃ら変化を作り出す」企業を実現する経営

価値のある商品やサービスを社会に提供

売上と利益を獲得

利益を未来に向けて投資することで
次の価値を創り出し、強い組織を存続させていく

ドキュメント事業の事業基盤強化

 富⼠ゼロックス株式25%の取得*1: 22億⽶ドル
 XIP*2持分及びOEM権取得︓1億⽶ドル

富⼠ゼロックスの
完全⼦会社化

富⼠ゼロックスの
完全⼦会社化

ゼロックスとの
新たな協業の枠組み

ゼロックスとの
新たな協業の枠組み

 富⼠ゼロックスが、ワールドワイドでゼロックス以外への
OEM供給を拡⼤新たな協業の枠組み新たな協業の枠組み

 ゼロックスに対し、中⻑期的に製品供給を継続

年 ⽉期より業務改⾰ ト削減を実施中富⼠ゼロックスの
構造改⾰

富⼠ゼロックスの
構造改⾰

 2018年3⽉期より業務改⾰・コスト削減を実施中
 営業利益550億円の構造改⾰効果

（2021年3⽉期⾒込、対2017年3⽉期）

＊1 富⼠フイルムホールディングスが間接的に100％保有するグループ会社による取得を含む
＊2 欧⽶でレーザープリンターなどのOEM供給を⾏うゼロックスと富⼠ゼロックスの合弁事業「Xerox International Partners」



変化を予測し先⼿を打つ︓バイオCDMO

買収によりバイオCDMO業界の黎明期に参⼊
FDBD

買収効果

買収によりバイオCDMO業界の黎明期に参⼊
市場成⻑を⾒越した積極投資・能⼒増強により事業を拡⼤
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MSD Biologics/
Diosynth

Kalon Biotherapeutics
(現︓FUJIFILM Diosynth

M&AM&A

Biogen (Denmark)
f i

M&A
累計300億円以上の設備投資を実施
＜主な投資内容＞

設備投資
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Diosynth
(現︓FUJIFILM Diosynth
Biotechnologies)
⾼成⻑が期待される
バイオ医薬品の分野に参⼊

(現︓FUJIFILM Diosynth
Biotechnologies)
バイオCDMO事業拡⼤
ワクチン製造にも対応

Manufacturing
(FDBD: 8⽉買収完了)
⼤量⽣産ニーズにも対応
事業成⻑を更に加速

＜主な投資内容＞
cGMP対応⽣産棟新設
2000ℓタンクｘ6基新設
⽣産プロセス開発施設の拡張､

最新鋭設備の導⼊

⾃ら変化を作り出す︓医療IT（メディカルシステム）
従来からの資産(技術・ノウハウ・体制) Radiology IT Market従来 資 (技術 体制)

FUJI

その他

y
Radiology IT Market 
Share by Value 
2017

・ ⾼度な画像処理技術・ノウハウ

A社

B社

C社D社
E社

出典︓Signify Research Report⾼度な画像処理技術 ノウハウ
・ 画像処理技術を⽀える研究体制 ・ 世界NO.1シェア

出典︓Signify Research Report

AI技術ブランド「REiLI」による新たな価値提供

FUJIFILM が70年以上培ってきた最先端の画像処理技術と最新のAI技術を
組み合わせることにより、次世代画像診断へ新たな価値を創造



富⼠フイルムがAIを通して⽬指す未来の医療

⾃ら変化を作り出す︓医療IT（メディカルシステム）
富⼠フイルムがAIを通して⽬指す未来の医療

医師の業務フローをAIにより半⾃動化することにより、医師の業務フロ をAIにより半⾃動化することにより、
医師が患者とじっくり向き合える時間を創出。

AIによって放射線科医の読影を⽀援。によって放射線科医の読影を⽀援。
病変の⾒落としリスク軽減に貢献し、疾病の早期発⾒へ。

世界中の誰もが⾼品質な医療を受けられる未来へ。

中期経営計画「VISION2019」 最終年度 業績予想
(単位︓億円）

2019年3⽉期
2020年3⽉期
中期経営計画

(VISION2019)
2020年3⽉期

（予想） 対前年度

24 315 26 000 24 350 35売上⾼ 24,315 26,000 24,350 35
100% 100% 100% +0.1%

営業利益 2,098 2,300 2,400 302
8.6% 8.8% 9.9% +14.4%

過去
最⾼

税⾦等調整前
当期純利益 2,128 - 2,450 322

8.8% - 10.1% +15.2%

当社株主帰属
当期純利益 1,381 1,500 1,620 239

5 7% 5 8% 6 7% +17 3%

過去
最⾼

過去
最⾼5.7% 5.8% 6.7% +17.3%

ROE 6.7% 7.3% 8.0% +1.3%
為替 ︓⽶ドル 111円 110円 108円 3円高

︓ユーロ 128円 120円 122円 6円高

＊2020年3⽉期 営業利益 為替感応度 ⽶ドル︓8億円 ユーロ︓8億円

銀価格（/kg） 55,000円 62,000円 56,000円 +1,000円



富⼠フイルムは、社会課題の解決に挑戦し続ける

INNOVATINGINNOVATING


